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Ⅰ 研究主題設定の理由  

文部科学省が高校生を対象に実施した「平成27年度英語教育改善のための英語力調査事業報告」

によると，授業の中で，聞いたり，読んだりしたことについて英語での話合いや意見交換をした経

験が少ない（41.8％）ことや，英語の学習を好きではない，またはどちらかといえば好きではない

という回答が半数を上回る（55.5％）。さらに，報告は「日本の高校３年生の英語力は４技能全て

において課題があり，特に話すこと，書くことの発信技能については問題がより深刻である。」と

結論付けている。また，平成25年12月13日に文部科学省が公表した「グローバル化に対応した英語

教育改革実施計画」においても，高等学校においては「英語で授業を行うとともに，発表，討論，

交渉など高度化した言語活動」を重視した授業への改善が求められており，その中でも自分の気持

ちや考えを伝える「話す力」の育成がより一層望まれている。  

このように「話す力」を育成できていない原因の一つに，生徒が授業の中で英語を話す経験をも

てていない状況が挙げられる。これまでの私の授業においても，テキストの内容理解に偏る傾向が

あり，生徒は英語で自分の考えを伝えたり，意見交換をしたりする場面が設定されないため，話す

ことに対する苦手意識や不安が増すという状況に陥っていると考えられる。 

このような状況を改善するためには，まずは英語によるコミュニケーション活動を行うことので

きる場面を設定することが必要不可欠である。そこで，本研究では，次の二つの視点から授業を組

み立て，生徒の英語を使用する場面を設定する。第一に，協働的な言語活動である。ペアやグルー

プ活動などの生徒にとって仲間と協力し合える安心感のある場において，生徒に英語を使って自分

の考えを伝え合う活動をさせる。また，その活動の中で生徒それぞれに役割をもたせることで，主

体性と積極性を育成しながら，相手に伝えられたという成功体験を積ませる。この積み重ねが生徒

の意欲を高め，積極的に英語で話そうとする生徒を育てることにつながると考える。第二に，発問

の工夫である。内容を確認する発問だけでなく，理解したことを基にして，自分の意見や考えを英

語で表現させるような発問を工夫することで，英語によるコミュニケーション活動を促すことがで

きると考える。 

このような授業を実践すれば，積極的に英語で話そうとする生徒を育てることができると考え，

本主題を設定した。 

 

Ⅱ 研究の構想 

１ 研究のねらい  

(1) 文部科学省の調査や本校の実態調査から，英語で話すことについての生徒の意識について明

らかにする。 

(2) 実態調査で得た結果を分析し，本校生徒の実態に即した協働的な言語活動の工夫や生徒の学

び合いを促す発問の工夫について研究する。 

(3) 指導法及び教材の工夫を行い，積極的に英語で話そうとする生徒を育てることを目指す授業

実践について研究する。  

(4) 検証授業の分析を通して，研究の成果と課題について明らかにする。 

 

２ 研究の仮説 

英語の授業において，協働的な言語活動の場を設定し，生徒が自分の意見や考えを英語で伝え

合うことを促す発問の工夫をすれば，積極的に英語で話そうとする生徒を育てることができる

のではないか。 
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３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 研究主題に関する基本的な考え方 

『高等学校学習指導要領解説外国語編・英語編』*
1)では，外国語を通じた「コミュニケーショ

ン能力を養う」ことが目標となっている。そして，「コミュニケーション能力」の中核をなす能力

を，「情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする」ことができる力としている。具体

的には，「外国語の音声や文字を使って実際にコミュニケーションを図る能力であり，情報や考え

などを受け手として理解するとともに，送り手として伝える双方向のコミュニケーション能力を

意味する。」としている。 

影浦*2)(1996)は，コミュニケーション能力と積極的にコミュニケーションを図る態度について，

「コインの両面のように切り離すことはできない相補完的な性質をもち，指導する場面では，コ

ミュニケーション能力の育成を図りながらその積極性を育成するという両面からの手立てが必要

である。」と述べている。そこで，本研究における「積極的に英語で話そうとする生徒」とは，他

者と積極的に英語で話そうとする意欲をもち，相手の意見を理解した上で，自分の考えや意見を

進んで英語で伝え合おうとする双方向のコミュニケーション能力をもった生徒と捉え，この両面

を育てることを目指す授業の在り方について研究する。 

 

２ 実態調査 

(1) 実施状況 

  ア 実施の目的 

  英語の学習や使用に対する本校生徒の意識を把握し，積極的に英語で話そうとする生徒を

育てる授業の在り方について具体的な手立てを考察し，研究の方向性を決定する。 

イ アンケート実施時期  

平成 28 年６月  

ウ  実施対象  

本校第２学年生徒 218 人 

(2) 実態調査の結果と分析 

英語で話すことについては,図１の「将

来英語で話せるようになりたいか」という

質問に対して，「当てはまる」，「やや当て

はまる」の肯定的回答をした生徒は87％に

のぼっており，英語で話すことに対する興

味・関心の高さがうかがえる。ところが，

「英語で話すことは好きか」という質問に

ついては，「当てはまる」，「やや当てはま

る」の肯定的回答をした生徒の割合が53％

                             
*1) 文部科学省 『高等学校学習指導要領解説外国語編・英語編』 2010年 
*2) 影浦攻 『新学力観に立つ英語科の授業改善』 1996 年 明治図書 
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に減っている。つまり，英語で話せるようになりたいけれども，実際に英語で話すことは好き

とは言えないという矛盾している状況が見受けられる。この原因としては，「他の生徒の前で英

語で話すのは恥ずかしいと思うか」という質問に，65％の生徒が「当てはまる」，「やや当ては

まる」と答えていること，また，「間違いを恐れずに英語で話そうとしているか」という質問で，

「当てはまる」，「やや当てはまる」の肯定的回答をした生徒の割合が53％にとどまっているこ

とから，日常生活で日本語を使って話している生徒同士が，英語で話す際の恥ずかしさや自分

の英語の正確さに対する不安等を感じていることが分かる。 

 「これまでに英語で言いたいことを伝えられたという成功体験を得たことがあるか」という

質問に「当てはまる」，「やや当てはまる」

の肯定的回答をした50%の生徒のみを抽出

して分析したものが図２である。これらの

生徒は「英語で話すことは好きか」という

質問で，「当てはまる」，「やや当てはまる」

と答えている割合が79％にのぼっており，

全体の53％と比べて高くなっている。ま

た，「間違いを恐れずに英語で話そうとし

ているか」という質問についても「当ては

まる」，「やや当てはまる」と答えている割

合が77％となっており，全体の53％より高

いことが分かる。 

一方，成功体験を得たことについての質

問に「あまり当てはまらない」，「当てはま

らない」と否定的な回答をした生徒を分析

したものが図３である。「英語で話すこと

は好きか」という質問には，75％の生徒が

「あまり当てはまらない」，「当てはまらな

い」と答え，「間違いを恐れずに英語で話そうとしているか」という質問には，70％の生徒が

「あまり当てはまらない」，「当てはまらない」と答えている。 

以上のことから，英語で話すことが好きであり，間違いを恐れずに積極的に英語で話そうと

する生徒を育てるためには，この成功体験を経験させることが大切な要素であると考えられる。 

 

３ 積極的に英語で話そうとする生徒を育てる授業の構想 

日本のような外国語環境で英語を学習しているほとんどの生徒たちにとって，英語を使ってコ

ミュニケーション能力を育てる場は英語の授業が中心である。したがって，積極的に英語で話そ

うとする生徒を育てるためには，実態調査から明らかになったように，いかに生徒たちが英語で

意見を伝えられたという成功体験を授業の中で得ることができるかが重要である。そこで，本研

究では，協働的な言語活動及び発問の工夫という二つの視点から成功体験を得させ，積極的に英

語で話そうとする生徒を育てる授業を実践する。 

(1) 協働的な言語活動 

これまでの私の授業を振り返ると，教科書の内容理解を中心とした一斉授業の形式で，教師

が一方的に説明し，生徒はその説明を聞いたり，ノートにメモを取ったりする受動的な姿勢に

なっていることが大半であった。時には，ペア活動やグループ活動を取り入れることもあった

が，語を入れ換えるだけの定型文の反復練習に偏ることが多く，実際の言語の使用場面を意識
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した活動になっていなかった。その結果として，生徒はテキストの内容の日本語の意味は理解

できても，理解したことを基に自分の意見や考えをもったり，英語で伝えたりする経験をもて

ない状況にあった。また，インプットした表現等を実際の場面で使ってみるという場面がなく，

評価は語彙や語法等の生徒の知識量と正確さを測るものが多くなる傾向にあり，生徒に間違い

を恐れずに英語を発信させる機会が少ない状況にあった。 

そこで，積極的に英語で話そうとする生徒を育てるためには，英語で話す場面の設定が必要

であると考え，その視点の一つとして協働的な言語活動を取り入れる。協働的な言語活動を取

り入れる理由は，第一に，英語を学習する際の生徒の不安を軽減するためである。王*3)(2013)

は第二言語習得における学習者の不安を軽減するためには，学習者間の競争の雰囲気を避ける

必要があると指摘し，個別で学ぶよりも，理解できないことや間違うことに対する不安が軽減

され，安心感を得られやすい「協働的学習」の有効性を説いている。 

第二の理由は，生徒の不安を軽減した上で，生徒の主体性と積極性を促すためである。生徒

それぞれがペアやグループ活動の中で役割をもち，他の生徒と協力して共通の課題に取り組む

ことにより，テキストの理解を自分一人では到達できない段階まで深めたり，相手の意見や考

えを理解した上で主体的かつ積極的に自分の意見や考えを英語で相手に分かるように伝えた

りすることができるようになると考える。本研究では，ペア活動及びグループ活動において生

徒それぞれが役割をもった言語活動を行うことにより，英語で話す必然性を高めるとともに生

徒に責任感をもたせ，課題に取り組む主体性や積極性の育成につなげる実践を行う。 

(2) 発問の工夫 

これまでの私の授業を振り返ると，生徒に内容を確実に理解させたいという思いからテキス

トの一文一文について問うような発問を行うことが多かった。その結果，内容理解に偏りすぎ

た授業になり，生徒が自分の意見や考えを話したり書いたりする発信力の育成が不十分であっ

た。 

田中*4)(2001)は，テキストの内容理解から自己表現活動につながる発問を事実発問，推論発

問，評価発問に分類している（表１）。 

 

事実発問 テキストに直接示された内容を読み取らせる。 

推論発問 テキストの情報を基に，テキストには直接示されていない内容を推測させる。 

評価発問 テキストに書かれた内容に対する読み手の考えや態度を答えさせる。 

（田中武夫 島田勝正 紺渡弘幸 編著 『推論発問を取り入れた英語リーディング指導』2011 三省堂 p.13 を参考に作成） 
 

本研究ではこの発問の分類を基に，内容を理解するための発問だけでなく，生徒の意見や考

えを答えさせる発問を工夫することで，協働的な言語活動を活性化させ，生徒が自分の意見や

考えを積極的に伝え合うことができるようにする。 

(3) 研究の全体構想 

  本研究の全体構想についてまとめると，図４のようになる。英語で言いたいことを伝えられ

たという成功体験を得たことのある生徒の割合が50％という本校生徒の実態を踏まえ，協働的

な言語活動を活性化する教師の発問の工夫を通して，教科書の内容を理解しながら自分の意見

や考えを英語で伝え合う授業を実践する。そして，伝わったという成功体験を得る機会を増や

すことにより，英語を好きになり，間違いを恐れずに英語で話そうとする意欲を高め，コミュ

ニケーション能力の育成を図りたい。 

                             
*3) 王玲静 『第二言語習得における心理的不安の研究』 2013 年 ひつじ書房  
*4) 田中武夫 島田勝正 紺渡弘幸 『推論発問を取り入れた英語リーディング指導』2011 年 三

省堂 

表１ 発問の種類 
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４ 検証授業Ⅰの実際 

(1)  単元名及び実施時期等 

  ア 単元名「The Power of Colors」 

イ ねらい 

・  色が私たちに与えている視覚的な効果や心理的な効果について学ぶ。 

・  絵や写真，図や色など，言葉や文字以外を使ったコミュニケーションの重要性について

学ぶ。 

・  様々な場で使われている色の効果についての自分の考えを，習得した語彙や表現を使っ

て，ペアやグループなどの協働的な活動を通して積極的に伝え合う。 

ウ 実施時期及び実施クラス 

平成 28 年６月，２年３組・２年６組 

(2) 授業実施上の手立て 

本研究における二つの視点を基に検証授業Ⅰ実施上の手立てを表２のようにまとめた。 

積極的に英語で話そうとする生徒

教科書の内容を理解しながら自分の意見や考えを英語で伝え合う場面の設定

○ 協働的な言語活動

・ 生徒一人一人が役割をもち，主体的に課題を解決できるようにする。

・ 他者と協力して取り組む課題を設定する。

・ 聞いたり，読んだりしたことを理解し，自分の考えや意見を表現し，他者の意見

を取り入れることで解決できるような課題に取り組ませる。

・ ペアやグループで理解したことや表現したいと思っていることについて伝え合い，

互いに助言できる機会を与える。

・ ペアやグループで話し合う際の視点を生徒に示し，見通しをもたせる。

○ 発問の工夫

・ テキストの内容について生徒の的確な理解を促すような発問をする。

・ テキストに明示されていない内容について深く考え，自分の考えを構築し，書き

手の意図を理解するような発問をする。

・ テキストの内容を踏まえた上で，自分の意見を述べることができるような発問を

する。

期待する生徒の授業後の姿

・ 英語で言いたいことを伝えられたという成功体験を得ている。

・ 英語で話すことが好きである。

・ 間違いを恐れずに英語で話そうとしている。

生徒の実態

・ 英語で言いたいことを伝えられたという成功体験のある生徒の割合は50％である。

・ 英語で話すことが好きという生徒の割合は53％である。

・ 間違いを恐れずに英語で話そうとしている割合は53％である。

図４ 研究の全体構想図 
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表２ 授業実施上の手立て   

視 点 手 立 て 

 協働的な言語活動に
関すること 

○ 自然な対話を促す提示の工夫 
○ ジグソー的手法を取り入れた活動 
 ・ クエスチョン・ハンティング 
・ ホーム・エキスパートグループ活動 

 発問に関すること 
○ 内容に対する興味・関心を高める推論発問 
○ 内容理解を基に自分の意見や考えを表現させる評価発問 

ア 協働的な言語活動に関すること 

      (ｱ) 自然な対話を促す提示の工夫 

スモールトークの場面で，ペアにより

自分の考えや意見について対話させる際

に必要なアイコンタクトや相づち，うな

ずきなど，互いに自然な反応をさせるた

めの指導に加えて，スライド資料の提示

について工夫を行った。具体的には，対

話の内容について活動の最初はプレゼン

テーションソフトで図５の全てを提示

し，ペアを変えるごとに，段階的に①か

ら③の表現を消した。事前に生徒にもこ

のことを伝えていたので，生徒は質問したり応答したりする内容を次第に覚え，活動の最

後には互いに相手の表情を見て自然な対話をしている姿が見られた。 

   (ｲ) ジグソー的手法を取り入れた活動 

a  クエスチョン・ハンティング（図６） 

○ 活動内容 

・ 教師は教科書の内容に関する紙に書いた

四つの事実発問を準備し，壁に掲示する。 

・ 生徒は４人グループを作り，担当する問

題の No.を決める。 

・ 生徒はそれぞれ問題の掲示された場所に

移動し，英文を覚える。 

・ グループに戻り，覚えた英文を口頭で伝

え合い，その後，No.1～No.4 の問題をワー

クシートに書き取る。 

○  活動の目的 

・ 問題ごとに担当を決めることで各生徒に

責任感をもたせ，受動的な学習者をつくら

ない。 

・ 生徒が壁に掲示されている問題を自ら取

りに行くという体を動かす活動にすること

で主体的に課題に取り組ませる。 

・ 問題に解答することで，本時で扱うテキストの概要について理解する。 

・ 問題を覚え，グループにおいて口頭で伝え，また，聞いた問題を書き取るという

技能統合型の活動にする。 

図５ 自然な対話を促す提示の工夫 

① 

② 

③ 

図６ クエスチョン・ハンティング  
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b  ホーム・エキスパートグループ活動（図７） 

○ 活動内容 

・ 個人で考えた解答や疑問に思ったことなど

をエキスパートグループで話し合わせる。 

・ エキスパートグループで話し合った内容を

ホームグループにもち帰り，エキスパートと

して説明する。 

○  活動の目的 

・ インフォメーション・ギャップをつくり出す

ことで，コミュニケーション活動を行う必然

性をもたせ，言語活動を活発にする。 

・  共通の課題について，エキスパートグルー

プで話し合うことで，解答に対して根拠や自

信をもたせるとともに，協働して取り組むよ

さを感じさせる。 

・  ホームグループに戻った後，話合いで出た答えをエキスパートとして伝えさせる

ことにより，責任感をもたせ，受動的な学習者をつくらないようにする。 

・  エキスパートグループで話し合った答えを教え合い，ホームグループで話し合う

ことにより，生徒同士でテキストの内容に対する理解を深める。 

・ クエスチョン・ハンティングと同様に技能統合型の活動にする。 

 イ 発問の工夫に関すること 

(ｱ) 内容に対する興味・関心を高める推論発問 

テキストの内容が非常口のデザインに関

するものであったので，生徒の興味・関心

を高めるために，写真１の生徒にとってな

じみのある図柄を示しながら，図８の(2)の

ような推論発問を行った。具体的には，ま

ずイギリスと日本の非常口では写真１の枠

で示した足下の影の部分に横線の有無に違

いがあることに気付かせた。その後，「日本

の非常口の下の部分にはなぜ線がないの

か」という発問を行った。テキストには，

このデザインは色の対比によって火事の

ときにも見えやすいように作られている

ことが述べられているが，日本のデザイン

に足下の枠線がないことの意味は書かれ

ていない。この非常口をデザインした太田
*5)によれば，足下の線がないのは，絵の中

の人物と現実の世界にいる我々との世界

をつなぐためであり，危機的状況をより身

近に感じさせるための工夫とのことである。このような推論発問をすることにより，テキ

                             
*5) 太田幸夫 http://president.jp/articles/-/16441/display=b  

写真１ 非常口の違い 

イギリス 日本 

図８ 推論発問の内容 

図７ ホーム・エキスパート 
グループ活動 

http://president.jp/articles/-/16441/display=b
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ストに示されていないことを生徒に推測させ，文化の違いに気付かせたり，解説をするこ

とでテキストの内容に興味・関心をもたせたりすることができた。また，図８の(1)のよう

に緑色が使われている理由を問う推論発問を行うことにより，色の対比がデザインを見や

すくするというテキストの内容理解を基にして自分の考えを述べさせることができた。 

(ｲ) 内容理解を基に自分の意見や考えを表現させる評価発問 

スモールトークでは，図９のような世界

の様々な国の非常口の写真を見せ，どの非

常口が良いと思うか，その理由について自

分の考えを表現させる評価発問を行った。

導入の段階でテキストの内容に対する生

徒の興味・関心を高めることができると同

時に，教材の内容を基にした授業後半の自

己表現活動につなげることを目的とした

ものである。自己表現活動では，“What have you learned about colors in today’s lesson?”

という評価発問を行い，テキストの内容を踏まえて自分の意見を表現させる場面を設定し

た。 

ウ その他の工夫 

英語で話すことが苦手な生徒の不安を軽

減するために，図10の下線部のように名詞を

入れて答えるモデルを生徒の実態に応じて

提示し，対話を行いやすくした。 

 

  (3) 本時の実際 

学習過程 生徒の主な活動 指導上の留意点 

導 

 

 

入 

ス
モ
ー
ル
ト
ー
ク 

・ 様々な国の非常口に

関して，ペアで対話を

する。 

 

 

・ 本時の学習目標を確認する（色のもつ視

覚的効果について理解し，自分の考えを表

現できるようになる）。 

・ プレゼンテーションソフトを使って，い

くつかの国の非常口の写真を見せ，評価発

問によって自分の意見を述べさせる。 

・ 自然な対話を促すために，表示している

例文を段階的に削除する。 

・ テキストの写真をスライドで見せなが

ら，本時の内容について視覚的に提示する

とともに，本時の学習目標を確認させる。 

展 

 

 

開 

 

・ クエスチョン・ハン

ティングで担当した問

題について，個人で答

えを考えた後，エキス

パートグループにおい

て検討する。 

・ ホームグループに戻

り，話合いの内容を伝

え合う。 

・ 各自の考えた答えと

比較しながら，本文の

内容について理解する。 

 

・ クラス全体で解答を確認し，内容を理解

する。 

・ 内容のまとめとなるような事実発問を４

問に精選する。 

・ エキスパートグループにおける学び合い

を促すために，机間指導しながら適宜アド

バイスする。 

 

・ できるだけ英語で伝え合うように指示す

る。 

・ 英語が苦手な生徒も問題に対するエキス

パートとしての役割をもたせ，活動に取り

組む責任感をもたせる。 

・ 「話すこと」，「聞くこと」，「書くこと」

の技能統合を図った活動にする。 

・ 答えを確認しながら内容を理解させる。 

図 10 不安を軽減する工夫 

図９ 評価発問の内容 

ク
エ
ス
チ
ョ
ン
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ 

ホ
ー
ム
・
エ
キ
ス
パ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
活
動 
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(4) 検証授業Ⅰの手立てに関する成果と課題 

視点 手立てに関する成果と課題  

協働的な言語活動

に関すること 

成

果 

・ ペアやグループでの活動の中で，生徒に自分の意見を英語で

伝え合う経験をさせることができた。 

・ 生徒に役割を与えることで，責任感と主体性をもたせた活動

にすることができた。 

課

題 

・ 理解した内容に関して自分の考えを伝えたり，他者の意見を

取り入れたりした後に，個人で振り返る時間が十分でなかっ

た。 

・ 多くの活動を取り入れすぎたため，お互いの意見や考えを伝

え合う表現活動の時間の確保が不十分であった。 

発問に関すること 

成

果 

・ 生徒の興味・関心を高めながら，内容理解につなげることが

できた。 

・ 理解した内容を基に自分の考えを英語で書かせ，伝え合わせ

ることができた。 

課

題 

・ 事実，推論，評価発問を精選して表現活動の時間を確保する

とともに，各発問の関連付けを一層図る必要がある。 

・ 提示したモデル文に生徒が頼りすぎる傾向があったため，英

語でのやり取りにおける即興力を高める工夫が必要である。 

(5)  検証授業Ⅱに向けて 

成果と課題を踏まえ，検証授業Ⅱに向けて次の２点に留意することにした。１点目は，英語

で話す即興力を高めることである。今回の授業では，英語で話す際の生徒の不安を軽減する手

立てとして，話す内容をあらかじめワークシートに書かせ，準備をしてから活動させたため，

英語を読み合う活動になってしまっている生徒がいた。英語が苦手な生徒にとっては，話す内

容が書いてあるので安心して活動に取り組めていたが，一方では生徒たちの話す内容の自由度

を制限してしまい，生徒が本当に意見を伝え合う活動になっていなかったのではないかと考え

られる。２点目は，生徒の活動を教師が見取る場面がなく，生徒の自己評価のみであったこと

である。生徒の話そうとする意欲や能力の高まりを，自己評価に加えて客観的な視点で評価す

る手立てについて工夫する必要がある。 

（ 

展 

開 

） 

表 

現 

活 

動 

・ 推論発問，評価発問

の答えを個人で考え，

ワークシートに記入す

る。 

 

・ ワークシートを使って，ホームグループ

で互いにアドバイスし合う。他の生徒の意

見やアドバイスを基に自分の答えを振り

返る。 

 

・ 他のグループの生徒

と対話し，自分の考え

と比較しながら，相手

の意見を理解する。 

 

・ テキストに明示されていない内容や自分

の意見を述べさせる発問をする。 

・ 自分の考えをワークシートに書かせる。 

 

 

・ 自分の意見や表現についてグループで話

し合い，アドバイスさせることで，自分の

意見と比較させ，相違点や類似点を理解さ

せる。 

 

・ 相手を変えて対話の場面を複数回設定す

ることで，内容理解と表現の定着を図る。 

終
末 

振
り
返
り 

・ 本時の活動について振り返りシートを

使って自己評価する。 

・ 本時の活動を振り返らせる。 
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５ 検証授業Ⅱの実際 

(1) 単元名及び実施時期等 

  ア 単元名「From Owning to Sharing」 

   イ ねらい 

  ・ 現在世界中で普及しつつあるシェアリング（共有）の概念とその取組について理解させ

る。 

・ 所有から共有へという人々の価値観の変化とその変遷の理由について理解させる。 

・ 本文に述べられているシェアリングに対するイギリスやフィンランドの人々の考え方や

取組について理解する。 

・ 資源問題や環境問題に対する意識を高め，自分たちの生活に生かす視点をもたせる。 

・ シェアリングに対する自らの考えや意見をもたせ，相手に伝えることができるようにす

る。 

ウ 実施時期及び実施クラス 

平成 28 年 11 月 ２年３組・２年６組 

 (2) 授業実施上の手立て 

検証授業Ⅰの反省点を踏まえ，授業実施上の手立てを表３のようにまとめた。 

表３ 授業実施上の手立て 

視 点 手 立 て 

協働的な言語活動に

関すること 

○ ペア活動による対話を自然なやり取りにする指導の工夫 

○ 相互評価をする際の視点を明確にする工夫 

発問に関すること 

○ 発問ごとの関連性を高める工夫 

○ 内容理解を基に自分の意見や考えを再考して表現させる工夫 

○ 即興力を高める指導の工夫 

上述の視点に加え，検証授業Ⅱでは生徒の英語で話す意欲と能力を客観的に評価する手立て

としてスピーキングテストを行った。 

ア  協働的な言語活動に関すること 

（ｱ） ペア活動による対話を自然なやり取りにする指導の工夫 

検証授業Ⅰにおける対話では，相手への応答

を１回行うだけの例文を提示したが，自然なや

り取りとしては不十分であった。現実に行われ

るやり取りでは，１回のやり取りで相手の言う

ことを十分に理解したり，自分の言いたいこと

を十分に相手に伝えたりすることが難しいこ

とがある。その際，もう一度聞き返したり，分

かりやすい説明に言い換えたりしながら，相互

の理解を深めていくことになる。そこで，図11

のように相手へ聞き返したり，相手の意見を繰

り返したり，もう一度説明したりする際に使わ

れる例文を提示することで，相手意識をもた

せ，自然なやり取りになるように工夫した。この工夫により，相手に自分の意見が伝わっ

たかどうかについて確認でき，自分の言いたいことを英語で伝えられたという成功体験に

つながるものと考えた。 

 

図 11 自然なやり取りにする工夫 
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（ｲ） 相互評価をする際の視点を明確にする工夫 

協働的な言語活動において，相手

に自分の考えを伝えることができ

たという成功体験をもたせるため

に，相手に伝わったかどうかを確認

させる手立てとして生徒同士で相

互評価をさせた。生徒が評価をしや

すくするためには，評価の視点を明

確にしておくことが必要である。そ

こで，評価の視点については鹿児島

県総合教育センターが提唱してい

る「判断基準」*6)の考え方を参考に

した（図12）。この視点を教師と生

徒で活動の目標として共有すると

いう工夫をすれば，評価する立場だ

けでなく，発言する立場においても

見通しをもって活動に取り組むこ

とができる。また，図13のように相

手の評価を書き取り，自己評価と比

較するワークシートを作成した。この工夫により，生徒は相手の評価やアドバイスを確認

することで，自分の意見が英語で伝えられたという成功体験を得ることができたり，自分

の発話と相手の発話を比較したりしながら，客観的に自己評価できると考えた。 

イ 発問に関すること 

(ｱ) 発問ごとの関連性を高める工夫 

テキストの内容理解に基づいた自己表現活動につなげるために，図 14 のように発問の

関連付けが視覚的にも分かるように記載し，１枚にまとめたワークシートを作成した。 

まず，①にあるように，この授業の目標である“Do you agree with the main concept of this 

part?”という評価発問を Main Question として一番上に記載し，この授業で取り組む自己表

現活動について生徒にも明示した。この工夫により，生徒はテキストの内容理解を基に何

についてどのように考え，表現すればよいのか見通しをもつことができる。 

事実発問については，それぞれパラグラフからバランス良く問うこと及びテキストの一

文ごとに問うのではなく，概要理解のために精選して問うことに留意した。生徒は，これ

らについて考え，解答することで，内容理解に結び付けることができる。 

推論発問については，事実発問で理解したテキストの内容を基にして，⑤や⑥のように

カーシェアリングとカーレンタルの良い点，悪い点について理由を挙げさせた。この発問

により，生徒はテキストの内容を基にして，個人の考えや意見と結び付け，自己表現活動

につなげることができる。なお，ワークシートには図や絵を載せ，視覚的な面からの理解

も促せるように工夫した。 

(ｲ) 内容理解を基に自分の意見や考えを再考して表現させる工夫 

上述のように，「シェアリングという概念に賛成か，反対か。」を問う評価発問を導入の

段階で質問した。その後，事実発問，推論発問を通して内容理解を行い，ペアでその理由 

                             
*6) 鹿児島県総合教育センター 研究紀要 117 号   

図 13 相互評価ワークシート 

図 12 「判断基準」の共有 
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（東京書籍 Power On Communication English Ⅱ 指導資料を参考に作成） 
 図 14 発問とワークシートの工夫 
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について対話させ，授業の終末で，再度同じ質問を行った。この活動によって，生徒はテ

キストの内容を踏まえたり，相手の意見や理由を参考にしたりしながら，活動前の自分の

考えを再考することができる。また，自己の英語の表現力についても振り返ることができ，

より相手に伝わりやすい表現へと高めていくことができると考えた。 

(ｳ) 即興力を高める指導の工夫 

検証授業Ⅰでは，あらかじめ対話の内容

を書かせ，その後に言語活動を行った。生

徒は書いた内容を基に発表し合うことはで

きていたが，即興力を高める点においては

不十分であった。 

現実のコミュニケーションにおいては，

話す内容を前もって準備したり，書いたも

のを読んだりすることはできない。「即興

で話すこと」とは，普段の会話や話合いの

場で意見を交換する際に，不自然な間をお

かずに話すことである。現実のコミュニケーションにおいては，相手の質問に答えたり，

意見に反応したりする場合，言いたいことを頭の中で作り上げる時間を十分に確保するこ

とができないことが多い。したがって，こうした即興的な活動をさせることで，現実のコ

ミュニケーションに近い経験をさせていくことができる*7)。 

そこで，今回の授業では，あらかじめ話す内容を書かせずに，まず最初に自分の考えや

意見を話し，その後，自分の話した内容を書いて振り返る時間を取り入れた。このことに

より，生徒は，正確に伝えられたことだけでなく，うまく英語で伝えられなかったことや

自分の足りない点など課題を認識することができる。 

今回は，英語で意見を伝え合う経験がこれまで少なかった本校の生徒たちにいきなり即

興で対話させることは難しいと判断し，発問に対して自分の言いたいことを２～３語メモ

を取る形で図15のワークシートに記入させ，そのメモを基に自分の考えを文章の形で話さ

せる活動を行った。 

また，実践的なコミュニケーション能力の育成に向けて，発問に対して自分の言いたい

表現や単語が思い浮かばない場合や相手が理解できない場合は，言い換えを行うことを指

導した。例えば，この活動で「環境に優しい」と言いたい場合，“environmentally friendly”と

いう表現が思い浮かばない場合は，“good for the environment”と言い換えることができるな

ど，自分のもっている語彙で表現することを指導した。そして，プレゼンテーションソフ

トを用いて，生徒に単語や表現を簡単な英語で言い換える練習をさせた。 

さらに，英語と日本語の表現方法の違いについて指導した。英語では最初に自分の一番

主張したいこと，その後に理由が述べられる傾向が高く，この方法が英語でコミュニケー

ションを図る際には有効である。今回の授業では，シェアリングに対する賛否を最初に述

べ，次に理由を挙げ，最後に結論を述べるという５行エッセイの手法*8)を参考にして指導

した。 

ウ スピーキングテストについて 

検証授業Ⅰの反省を生かし，生徒の話す能力を客観的に教師が評価する手立てとして，ス

                             
*7) 鹿児島県総合教育センター 指導資料 外国語第 81 号  
*8) 青野仲達 『グローバル時代を生き抜くためのハーバード式英語学習法』 2015 年 秀和シス

テム 

図 15 メモ用のワークシート 
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ピーキングテストを行った。 

   (ｱ) 実施対象者及び内容等 

a 実施対象者 

６月に実施した実態調査で「英語で話すことは好きか」という質問に対して「当ては

まる」，「やや当てはまる」，「あまり当てはまらない」，「当てはまらない」の各項目の回

答をした生徒を各クラス１人ずつ抽出した（１人×４項目×２クラス 合計８人）。 

b 内容  

・ 質問は２問行う。（テキストの内容に関する質問(評価発問)１題，自分の事に関する

質問１題） 

     c 方法 

・ １人３分程度で実施する。 

・ 面接は ALT 及び JTE の２人で行う。 

・ 評価はテストを撮影したビデオを見て，テスト終了後に行う。 

d 実施時期及び回数 

検証授業の活動が生徒の話す能力に効果を与えたかどうかを測るため，検証授業の前

後２回で実施する。 

e 評価シート 

  評価規準等については表４のような評価シートを作成した。 

 

観点 評価規準 採点基準 点数 score Total 

内容 
適切な

内容を話
す。 

A 全ての質問に対して適切な内容を答えている。 ７ 

／７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
／20 

B ほとんどの質問に対して適切な内容を答えてい
るが，適切でない部分が少し見られる。 

５ 

C ある程度答えてはいるが，質問に対して内容が適
切ではない部分がいくつか見られる。 

４ 

D 質問に対して答えてはいるが，適切ではない部分
が多い。 

２ 

E 答えられない，または，答えてはいるが，質問に
対して内容が適切ではない。 

１ 

正確さ 

適切な
文法と語
彙 で 話
す。 

A 自分で言いたいことを考え，適切な文の形で内容
に合った語彙を選びつつ，話すことができる。 

３ 

／３ 

B 文章の形にはなっているが，適切な文法ではな
く，単語を並べて話す。 

２ 

C 答えられない，または，単語だけで話す。 １ 

態度 
適切な

態度で話
す。 

A 相手の目や表情を見ながら，相手に伝わるように
はっきりと質問に答えている。 

７ 

／７ 

B 相手を意識はしてはいるが，自分の言いたいこと
に集中し，時々目や表情を見ていないことがある。 

５ 

C 相手に聞こえる声で言葉を発することはできる
が，自分の言いたいことに集中し，相手を意識して
いない度合いが半分ほどある。 

４ 

D 相手に聞こえる声で言葉を発することはできる
が，相手の目や表情を見ていない。 

２ 

E 話してはいるが，相手を意識できず，相手に聞こ
えない。 

１ 

即興性 

その場
に応じた
応答がで
きる。 

A 即興的に，文章の形で適切な内容を答えている。 ３ 

／３ 

B 時々途切れるが，即興的に単語を並べ，答えてい
る。 

２ 

C 途切れることが多いが，単語を並べ，答えようと
している。 

１ 

（望月昭彦 深澤真 印南洋 小泉利恵 編著『英語 4 技能評価の理論と実践』（大修館書店）pp.154-159 を基に

作成） 

このように内容，正確さ，態度，即興性の四つの観点で評価を行った。なお，留意点

表４ スピーキングテストの評価シート 

http://www.taishukan.co.jp/author/a89558.html
http://www.taishukan.co.jp/author/a92738.html
http://www.taishukan.co.jp/author/a92739.html
http://www.taishukan.co.jp/author/a92740.html
http://www.taishukan.co.jp/book/b200271.html
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として，本研究では間違いを恐れずにまずは英語で話そうとする意欲をもち，相手が理解

できるように話すことを重視しているので，内容と態度の点数の割合を多く設定し，英語

の正確さについては生徒の意欲を損なうことがないように，割合を低く設定した。 

(3) 本時の実際 

学習過程 生徒の主な活動 指導上の留意点 

導
入 

学
習
目
標
の
確
認 

・ 本時の学習目標を確認する（シェアリングの
価値観やそれが生まれた原因について理解し，
自分の考えを英語で表現できる。）。 

 

・ テキストの写真を見せなが
ら本時の内容について質問し，
学習目標を確認させる。 

展 
 
 

開 

 
 
 
 

内 
容 
理 
解 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 
現 
活 
動 
 

 

・ 事実発問，推論発問につ
いて，個人で考えた後に，理
由も含めてペアで話し合
う。 

 
 
 
 

 
・ ワークシートをまとめる。 
 
 
・ 表現活動における相互評価のポイントについ
て理解する。 

 
 
・ 「シェアリングの概念に賛成か反対か」とい
う評価発問に対して，賛成・反対両方の立場で
理由等をメモする。 

 
・ ペアで，賛成と反対の立
場から自分の考えをメモを
基に英語で話す。 

             
 
・ 話した内容を文にして，
ワークシートに書き取る。 

 
 
 
 
 
 
 
・ 「判断基準」を基にペアで相互評価し，アド

バイスをする。 
 
 
 
・ 参考となる発言をしていた数人の代表の発表
を聞き，考え方やその理由
について全体でシェアす
る。 

 
・ 賛成・反対の立場を変え
て，再度対話する。 

・ 効果的なペアでの話合いに
なるように指導・助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
・ ワークシートに沿って内容

を理解させる。 
 
・ 相互評価のポイントを示し，

生徒たちに役割と見通しをも
たせて活動に取り組ませる。 

 
・ 内容について賛成・反対両方

の立場で意見を話させる。 
 
 
・ 自分の考えを文章で  
はなく，キーワードだ
けをメモさせ，対話さ
せる。 

 
・ 話した内容を文にし

て書かせ，技能統合を
図る。 

 
・ 自らの表現力につい

て振り返らせ，自覚さ
せるとともに，課題を
認識させる。 

 
・ 自分が発言した内容と比較

させ，「判断基準」を基にペア
で互いに助言をし，自分の発言
を修正する機会を確保する。 

 
・ 理由や表現の面で参考とな

る発言を選び，自分の発言と比
較させ，そのよさについて検討
させる。 

 
・ 賛否の立場を変えて話させ
ることにより，批判的な見方を
もたせ，相手の意見を聴きなが
ら，自らの考え方を広げさせ
る。 

即
興
力
を
高
め
る
工
夫 
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終
末 

振
り
返
り 

・ 発話内容をワークシート
に書き取る。 

 
 
・ 自己評価の場面で，賛成・

反対について自分の意見を
決定し，活動前後の考えの変容についてその理
由とともに比較する。 

 
 
 
・ 振り返りシートに記入する。 

・ １回目の発言と比較させる
ことで自らの表現の変容や高
まりに気付かせる。 

 
・ 振り返りの活動で，活動前の
自分の考えと比較させ，理由の
妥当性について再度検討する。
また，自分の表現や考えの変容
に至ったきっかけなどに気付
かせる。 

 
・ 本時の活動を振り返らせる。 
 

 (4) 生徒の具体的な活動について 

活動の前後で顕著な変容が見られた生徒の例を基に本時の具体的な活動についてまとめる。 

 

図16は，本時の課題に対する意見とその理由について，授業の冒頭でメモを取らせた生徒Ａ

のワークシートである。この生徒は，６月の実態調査において「これまでに英語で言いたいこ

とを伝えられたという成功体験を得たことがあるか」という質問には「当てはまらない」，「英

語で話すことは好きか」「間違いを恐れずに英語で話そうとしているか」という質問には「あ

まり当てはまらない」と回答した生徒である。 

授業の最初では，シェアリングに対して「同意する」と答えている。その理由については賛

成では‟no necessary to buy”， ‟cheap”，反対の理由としては，‟can use by myself”と記述してお

り，全体的に文法・語法等において正確さに欠ける部分が見られる。 

このメモを基にして，ペアでやり取りをさせ，自分の話した英文を活動後に書かせたワーク

シートが次の図17である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初の‟We are not necessary to buy a car”という文は，図16の‟no necessary to buy”というメモを

基に９語の英文で，また，‟Sharing car is very cheap”という文においては，図16の‟cheap”という

メモを基に６語の英文で，それぞれ自分の考えた理由として話している。いずれの英文におい

ても文法・語法的な正確さには欠けるが，メモを基にしてキーワードは発話されていると判断

図 16 生徒Ａのワークシート① 

図 17 生徒Ａのワークシート② 
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でき，相手が理解できる程度の英語で意見を伝えることができたと言える。 

図18は，やり取りの活動後に「伝えたい内容を英語で言えなかったこと」について，日本語

で振り返らせた際に生徒Ａが記述したものである。 

シェアリングに賛成の理由として適切なものかどうかについては，この一文だけでは計り兼

ねるが，英語で伝えることができることとできないことについて，自分の表現力を自覚すると

いう面においては，この例のように生徒はそれぞれの課題を自覚しており，効果のある活動で

あったと考えられる。本授業では，それぞれの課題に対して，ペアでアドバイスし合ったり自

宅で調べたりして次時までに自分なりの表現を考えて提出させ，教師が添削するという対応を

した。 

図19は，生徒Ａの相互評価で使用したワークシートである。 

生徒Ａに対するパートナーからの評価は‟VG（very good）”であり，アドバイスの欄において

も肯定的な感想を得ている。一方，生徒Ａの自己評価は，パートナーの評価より低い‟good”と

なっており，自分の発する英語に自信をもてていないことが評価に表れている。この例と同様

に，今回の授業ではパートナーの評価と自己評価が一致している例はほとんど見られず，多く

の生徒がパートナーの評価より低く評価していた。この理由としては，控えめな性格の生徒が

多いことも挙げられるが，英語で自分の意見を話すという表現活動をした経験が少なく，成功

体験を得たことのある生徒が少ないという実態調査の結果が表れている例の一つとも言える。

今後，このような生徒の自己肯定感を高めるためにも，成功体験を積み重ね，自信をもたせる

指導が必要である。 

なお，この活動についての生徒の感想では，「評価されるポイントが分かっていたので，ど

のような点に注意して自分の意見を述べればよいかを考えながら表現できた。」，「相手を評

価する時に，どのような点に注意して評価すればよいかが分かりやすかった。」という感想が

見られた。このように，生徒に相互評価のポイントを示し，基準をお互いに共有して活動させ

ることにより，生徒は見通しをもって活動することができた。 

次に，ペアを変えて再度シェアリングに関する意見交換を行わせ，その後，話した内容を図

20のようにワークシートに書き取らせる活動を行った。 

  図 20 生徒Ａのワークシート⑤ 

   図 19 生徒Ａのワークシート④ 

図 18  生徒Ａのワークシート③ 
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この活動の目的は，最初のペアによる対話と比べて，理由がより明確になったり，表現が豊

かになったりすることをねらったものである。生徒Ａはこの活動ではシェアリングに対して反

対の立場で話しており，最終的な個人の意見としても図21のように授業の最初と比べ，意見が

変容していた。 

授業後にその理由を尋ねたところ，「最初のペアで会話を行った活動で，相手の意見や理由

に説得力があり，自分も納得できたので考えを変えました。」と述べていた。また，この生徒

の表現力の面における変容としても，図16では反対の理由として‟can use by myself”という質問

に対する答えとして適当でないものであったが，この段階の発話では，図21のように‟we can’t 

use by myself”と内容的に適切なものになっていることに加え，図16の段階では記載されていな

かった理由も新たに記されている。このように，協働的な言語活動を通した意見や考えのやり

取りをすることで，生徒同士の学び合いが生まれ，自分の表現をより良いものにできている様

子が見られた。 

この生徒Ａの例の他にも図22のように学び合う姿が見られた。 

この生徒Ｂは，シェアリングに反対の理由として‟walking is don’t have to pay money”と話し，

その理由を聞いたパートナーからこのようなアドバイスを得ている。正確さという点において

はこの指摘だけでは不十分ではあるが，伝えたい内容をおおむね伝えられているかどうかの面

からは相互に学び合う様子が見られていた。 

写真２は，ある生徒の授業後の感

想である。この生徒Ｃと同じように

教科書の内容理解を踏まえた上で，

その内容について自分の意見や考えを伝え合う活動に対して，ほとんどの生徒たちが肯定的な

感想をもっていた。 

 (5) スピーキングテストの結果分析及び生徒の感想 

検証授業の活動が生徒の話す能力に効果を与えたかどう

かを測るため，授業の前後２回でスピーキングテストを実

施した。図23は１回目と２回目の全体平均を比較したもの

である。平均を比較すると，2.2点の上昇が見られ，全体と

しては検証授業における自分の意見や

考えを伝え合う活動の効果があったの

ではないかと考えられる。 

図24は，「英語で話すことは好きか」

という質問に対する回答の各項目別平

均点を比較したものである。項目別で

は，「当てはまる」と回答している生徒

の平均点の伸びが最も大きく，「やや当

      写真２ 生徒Ｃの感想 

図 22 生徒Ｂのワークシート 

図 23 スピーキングテスト 
の平均（全体） 
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図 24 各項目別の生徒の平均点比較 
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   図 21 生徒Ａのワークシート⑥ 
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写真３ スピーキングテストの生徒の感想 

てはまる」，「あまり当てはまらない」と回答した生徒も平均点の伸びが見られた。一方，「当て

はまらない」と回答した生徒は平均点に変化が見られない結果となった。このことから，「英語

を話すことは好きではない」生徒たちに成功体験を得させるためには，今回の授業における手

立ては十分とは言えず，今後，個別指導などを充実させるなど，生徒の実態に合わせた手立て

をとる必要性を感じた。 

２回目のスピーキングテスト終了後に，テストを受験した生徒８人に感想を含めて次の質問

をした。 

① 授業の活動がスピーキングテストに良い影響を与えたと思うか。 

② 授業を受けて，話すことに積極的になれたと思うか。 

③ 今回のような授業を受けていけば，話す能力が付くと思うか。 

①の質問に対しては８人中７人の生徒が，②の質問に対しては８人中６人が，③の質問に対

しては８人全員が「当てはまる」，「やや当てはまる」と肯定的回答をしている。今回のテスト

を受けた人数が少ないことから統計的に有意なデータを得られているとは言い難いが，これら

の８人の生徒たちには少なくともこのような授業における活動が積極的に英語で話そうとする

意欲と今後の英語で話す能力の高まりを自覚できる点に効果的な影響を与えていることが，こ

の結果から読み取れる。 

写真３は今回のスピーキング

テストに対する生徒の感想の一

部である。生徒たちにとってス

ピーキングテストを受けたのは

初めてであったが，１回目から

２回目のテストでの英語を話す

力の伸びを実感していたり，知

識や技能を身に付けて自分の考

えを英語で伝えられるようにな

りたいという新たな課題を見いだしたりしている様子が見られた。    

(6) 検証授業Ⅱの手立てに関する成果と課題 

視点 手立てに関する成果と課題  

協働的な言語活動

に関すること 

成

果 

・ やり取りの際の応答の方法や表現等を提示したことで，活動

が自然なやり取りになっている様子が見られた。また，相手が

自分の意見を理解しているかを確認できたことで，自分の意見

が英語で伝えられたという成功体験につながっている生徒の

感想が見られた。 

・ 相互評価において評価の視点を「判断基準」の考え方を基に

して明確にし，生徒と共有したことで，見通しをもって活動に

取り組むことができ，また，生徒同士で学び合う姿が見られた。 

課

題 

・ 例文を提示すると，その表現に頼りすぎる生徒が多くなるの

で，自然な応答が定着するように，継続して活動させる必要が

ある。 

・ 「判断基準」を教師側が準備し，提示する形になってしまっ

たので，生徒にも必要な要素について考えさせながら，共有を

図る必要がある。 
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発問に関すること 

成

果 

・ 授業の目標を評価発問の形で明確に生徒に提示し，内容理解

から自分の意見をまとめ，伝える活動につなげるワークシート

を１枚にまとめたことで，生徒は見通しをもって活動に取り組

むことができた。 

・ 発問に対する意見のやり取りを「話してから書く」という活

動にしたことで，相手とやり取りをしながら英文を考えて発話

するという即興力の育成を目指した活動ができた。また，その

後の話した英文を「書く」活動により，表現力についての個人

の振り返りがなされ，個人の課題を意識させることができた。 

課

題 

・ 内容理解につながる事実発問を中心に，発問の数と内容を精

選したが，生徒の語彙力や習熟の度合いによって，理解度に差

が見られたので，扱う内容によって継続した工夫が必要であ

る。 

・ 発問に対して言いたいことをどのように自分のもっている

語彙や文法能力，方略的能力で補っていくかの指導を継続して

行う必要がある。 

 

６ 生徒の変容と考察 

(1) 生徒の変容と二つの視点に基づく手立てとの関連 

ア 協働的な言語活動 

   本研究における協働的な言語活動において

は，英語で学習する際の生徒の不安を取り除

きながら，それぞれの生徒に役割をもたせた

ペアやグループ活動による言語活動を行っ

た。各検証授業の後に，図25のように生徒の英

語で話すことに対する今後の見通しや意欲に

ついて調査を行った。まず，「ペアやグループ

活動など，今後このような授業の形式で英語

を話すことができるようになると思うか」と

いう質問を行ったところ，「思う」,「だいたい

そう思う」という肯定的な回答をした生徒が

検証授業Ⅰにおいては97％，検証授業Ⅱにお

いては99％であり，話す場面を設定すること

で，生徒も英語を話せるようになると肯定的な見通しをもっていることが分かった。また，

「今回の授業を受けて，英語で話そうという意欲が高まったか」という質問に対しても，肯

定的な回答をした生徒がそれぞれ95％以上見られ，教科書の内容理解を踏まえた上で自分の

意見や考えを話す活動は効果があると生徒も考えていることが認められた。 

本研究における協働的な言語活動の中

で特に工夫した点は，活動の中でそれぞ

れに役割を与えるという点であった。単

にペアやグループ活動を行うだけでは，

ペア活動においては相手の意見を聞くだ

け，または自分の意見を言うだけの活動

になったり，グループ活動においては英語が得意な生徒が主導権を握り，苦手な生徒は自分

写真４ 協働的な言語活動における生徒の感想 

図 25 英語で話すことに対する今後の見通しや 
意欲 
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図 26 成功体験に関する比較 

の意見や考えを発する場面がなかったりすることが多い。役割をもたせたことで生徒は責任

感をもち，活動に主体的に取り組む必然性を感じさせることができた（写真４）。 

イ 発問の工夫について 

     本研究では，発問を工夫することによ

り，自分の意見や考えを伝え合う協働的な

言語活動を活性化させることができたと

考える。特に，テキストの内容理解を行う

事実発問から，自分の意見を述べる評価発

問へのつながりを重視したが，写真５のように多くの生徒が肯定的な感想をもっていた。 

 (2) 生徒の変容について 

授業を実施した２クラスを対象として，６

月に実施した実態調査と同じ質問項目で検証

授業Ⅱの後に再度調査を行った。図26は「英

語で言いたいことを伝えられたという成功体

験を得たことがあるか」という項目について

「当てはまる」，「やや当てはまる」の肯定的

回答をした割合の推移である。全体では，検証授業前の51％から83％と割合が大きく増加して

いる。今回は，文系１クラスと理系１クラスの２クラスで授業を行ったが，文系クラスでは，

57％から86％に増加し，理系クラスでは47％から75％に増加していることから，クラス間での

有意な差は見られなかった。また，検証授業前に「当てはまらない（成功体験を得たことがな

い）」と答えた生徒の割合も，文系クラスでは17％から0％に，理系クラスでも14％から６％に

減少し，検証授業における活動によって生徒が成功体験を得ることができたと考えられる。 

この調査で成功体験を得たことに関する

質問に対して肯定的な回答をした83％の生

徒たちについて詳細に分析したものが図27

である。今回の調査で成功体験を得たことに

「当てはまる」と答えた生徒で，検証授業前

の調査において「やや当てはまる」，「あまり

当てはまらない」，「当てはまらない」から推

移してきた生徒は合わせて56％であった。ま

た，今回の調査で「やや当てはまる」と答え

た生徒は，前回の調査で，「あまり当てはま

らない」，「当てはまらない」から推移してき

た生徒が合わせて65％となっていた。このこ

とから，成功体験を得たことに対しては，そ

れぞれの下位項目から推移してきたことが

分かり，本研究の成果であると考えられる。 

一方で，前回調査の「当てはまる」から今回調査の「やや当てはまる」と回答した下位への

推移も５％見られ，成功体験を得たという生徒の捉え方が授業により異なることも分かった。

今回の調査で「成功体験を得たことがある」と肯定的な回答をした83％の生徒たちについて，

英語で話すことに対する６月と11月における意識の変化について分析したものが図28である。

「英語で話すことは好きか」という項目については，「当てはまる」，「やや当てはまる」の肯定

的な回答をした割合の合計が57％から71％に増加した。また，「間違いを恐れずに話そうとして
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図 27 成功体験を得たことに対して 
肯定的回答をした生徒の推移  

写真５ 発問の工夫における生徒の感想 
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いるか」という質問に関しても，「当てはまる」，

「やや当てはまる」の肯定的回答の割合が66％

から79％に増加した。 

また，前述のⅢ５(4)で取り上げた生徒Ａに

ついても，６月の調査と比べて，「英語で言い

たいことを伝えられたという成功体験を得た

ことがあるか」の質問には「当てはまらない」

から「やや当てはまる」へ，「間違いを恐れず

に話そうとするか」の質問には「あまり当ては

まらない」から「やや当てはまる」への推移し

ており，肯定的な方向へ意見の変容が見られ

た。しかしながら，「英語で話すことは好きか」

の質問には「あまり当てはまらない」という回

答から変化が見られず，今後，このような指導

を継続していく必要がある。 

図29は11月の調査で達成感を得たことに対

する質問に肯定的回答をした生徒の感想であ

る。生徒たちは「相手に伝わってうれしかっ

た。」「意欲が増した。」というように成功体験

を得たことの喜びを感じている。また，「文法

的にいろいろと誤りがあったと思うのでそこ

は復習したい。」という感想のように，自己の

英語の表現力の状況を自覚し，次の学びに向

かう意欲も見られた。 

このように，生徒が成功体験を得られる活

動を積み重ねていくことは，積極的に英語で

話そうとする生徒の育成につながることが検

証できた。 

 

Ⅳ 研究のまとめ               

 １ 研究の成果 

○ 実態調査の実施・分析を通して，積極的に英語で話そうとする生徒を育成するためには，成

功体験を味わわせることが重要であることが明らかになった。 

○  協働的な言語活動及び発問の工夫を取り入れた授業の実践により，生徒が英語でやり取りを

行う場面を設定し，伝え合う経験を通して成功体験をもたせることで，積極的に英語で話そう

とする生徒の意欲と能力を高めることができた。 

○ 生徒が成功体験を得るためには，自覚につながる振り返りや客観的な評価が必要であり，相

互評価の視点を明確にしたりスピーキングテストを行ったりすることで，生徒が自己の表現の

高まりや次の学びに向かう姿につなげることができた。 

 

２ 研究の課題 

   ○ 継続した意図的・計画的な取組 

外国語環境で英語を学ぶ生徒にとって，話すことや書くことなどの発信力を身に付けさせる
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図 29 成功体験を得た生徒の感想 

図 28 成功体験を得た生徒の話すことに対 
する意識の変容 
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ためには，授業の中で自分の意見や考えを伝え合う活動を継続して行う必要がある。また，内

容理解から表現活動に至る授業の流れを，１単位時間だけでなく，CAN-DO リストと関連付けて

単元や年間指導計画の中に位置付けるなど，意図的・計画的な取組が必要である。 

○ 評価方法の改善に向けた取組 

生徒の話すことの技能を高めていくためには，客観的に評価するスピーキングテストなどの

パフォーマンステストの実施が必要不可欠である。学校全体で取り組めるように，教師間の一

層の連携を図る必要がある。 

 

３ 今後について 

 今回の研究では，積極的に英語で話そうとする生徒の意欲を高める授業の実践については一定

の成果を得ることができたが，生徒の話す能力を向上させる点では十分であったとはいえない。

このことについては，今後の課題である。 

本研究では６月と11月の２回の

検証授業ではあったが，写真６の

生徒の感想に見られるように，授

業で学んだことを肯定的に受け止

めている様子がうかがえた。この

ことは，言い換えれば，これまで

いかに私が英語で話すことのでき

る生徒の育成に対して指導を怠っ

てきたかの証でもある。 

    「英語で話せたらかっこいいと

思う。」，「将来英語で話せるようになりたい。」という生徒の思いや希望は９割に上っている状況

を念頭に入れ，授業を見つめ直し，日々改善していかなくてはならない。また，本校の生徒たち

のほとんどが大学等への進学希望である状況も踏まえて，教科書の内容を理解したことを基に自

分の意見や考えを伝え合う活動の在り方についても，更に研究を深めていきたい。このことによ

り，グローバル社会において，積極的に自ら進んで他者と英語で話そうとする生徒を育成できる

と確信する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真６ 生徒の感想 
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長期研修者  〔西山 公樹〕 

担 当 所 員  〔德留 敏郎〕 

 

【研究の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【担当所員の所見】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本研究は，協働的な言語活動及び発問の工夫を通して

積極的に英語で話そうとする生徒を育てる授業の在り方

について研究を行ったものである。 

具体的には，協働的な言語活動を行うことにより，生

徒が英語で自分の意見や考えをやり取りする場面の設定

を行った。また，発問を工夫し，テキストの内容を理解

する発問だけでなく，自分の意見や考えを述べる発問を

することで，協働的な言語活動を活性化させ，理解した

内容を基に自分の意見や考えを伝え合う授業を実践し

た。 

その結果，生徒に英語で伝え合う経験をさせ，英語で

言いたいことを伝えられたという成功体験をもたせるこ

とができた。また，英語を好きになり，自分の意見や考

えを積極的に伝え合おうとする生徒の姿が見られるよう

になった。 

本研究は，高等学校においてテキストの内容理解を行

いながら，積極的に英語で話そうとする生徒を育てる授

業の在り方について研究したものである。発信力を育成

する英語の学習においては，失敗を恐れず，積極的に英

語を使おうとする態度を育成することが重要である。し

かしながら，日本のような外国語環境においては，生徒

に英語を使用する必然性を感じさせながら，意欲を高め

ていくことは非常に難しい状況にある。 

本研究の特色は，意欲を高めるためには自分の話す英

語が相手に理解されたという成功体験を得ることが重要

な要素であると捉え，課題に主体的に取り組ませる活動

を工夫し，また，自己の表現の変容や高まりなどを自覚

させることによって，新たな課題を見出させ，次の学び

に向かう姿につなげている点にある。この「学びに向か

う力・人間性等」は，育成を目指す資質・能力の三つの

柱の中でも極めて重要な観点であるとされている。 

今後は，生徒の学習状況を的確に評価する方法につい

ても研究を重ね，英語によるコミュニケーション能力を

高める授業が実践されることを期待したい。 

 

 

 

 

 

 


